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前報に関連して水のない系を検討した口新しい触媒系 AIRa-MOH (2:1) (R=Et, iBu, Me; M=Li, 




AIRa-MOH (2: 1) の反応生成物からの触媒活性種の単離と構造
A1Ra と MOH の 2 : 1 反応生成物 (R=Me， Et, iBu; M=Li, Na, K , Cs) は結晶として単離が可能
であったD それらは一般式 RsA120M であることがわかった。
2AIRa+MOH• RsA120M+RH-(I) 
これらの化合物は次の合成経路からも得られることがわかった口
R~/Al A1Ra十MOH→R2AIOM 竺 ~R2Ra'Al20M (2) 






結晶性 [R2AI0M] [A1Rs'] によるアセトアノレデヒドの立体特異性重合
前報で合成法を述べた結晶性 [RzAI0M] [A1Rs'] はそれ自身でアセトアノレデヒドの重合に対して優
れた立体規則を有するものであることがわかった。重合挙動は in situ でのそれとよく似ており A1Rs­




Donor-Acceptor Complex [R2AI0M] [AIRsJ とアセトアノレデヒドとの反応及び真の活性種の合成







[EtzAIOLi] [Et2AIO sec Bu] を種々の方法によって合成し団体物質を得た。このモノアルコキシド




電子供与性溶媒の存在下における Donor-Acceptor Complex とアセ卜アノレデヒドとの反応











RsAI と LiOH の等モノレ反応について研究を行ない新しい R2AIOLi の合成法を見出した。 R2AIOLi
の触媒活性について研究を行ない立体特異性においては優れているが比較的条件依存性があることが
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わかった。
第三部
Et2AIOLi-Et2AICl (1: 1) 系によるア Jレキレンオキシドとアセトアノレデヒドの重合
Et2AIOLi と Et2AICl の反応でアノレキレンオキシドとアセトアノレデヒドに対し優れた活性種となる
触媒が得られる口これに対し次のような反応式が考えられる D
Et官AIOLi十 Et2AICl →Et2AIOAIEt2+LiCl
EらAIOAlEt2 を単離するために減圧蒸留を行なったところ，不均化反応を起し AlEta と (AIO)n が
得られた口プロピレンオキシド，エピクロノレヒドリン， フェニノレグリシジノレエーテノレ，アセトアノレデ








[M: Li, Na, K , CS; R: Me, Et, i-Bu] 
これらの錯体中で特に [EちAIOLi] ・ [AlEtal を主として用いて，この錯体によるアセトア jレデヒド
の重合がつぎの経路によることを多くの実験事実に基づいて結論した。
[Et2AI0Li]. [AlEtal→[EらAIOLi] ・ [AIEt20Bu sec]二[Et2AIOLi] ・ [AlEt20R]
R: ポリマー鎖
立体特異性重合触媒の純粋化合物としての合成，その作用機作に関しての詳細な研究は従来ほとん
どなく，この程の研究に新しい研究方法を導入した点で重合反応の化学に寄与したものである。よっ
て本研究は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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